
第28号様式（第65条関係）

令和 8 年 7 月 14 日

　　　香川県知事　殿

報告者

住所 

氏名 

事業者の主たる業種

☑

□

事業の概要

事業所の名称及び所在地

地球温暖化対策計画に記
載した事項の実施状況

実施状況の公表予定年月
日

令和 8 年 8 月 1 日

備考　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番とすること。

83　医療業

香川県生活環境の保全に関する条例施行規則第64条第１号
に該当する事業者

香川県生活環境の保全に関する条例施行規則第64条第２号
に該当する事業者

電話番号

担当者

連絡先

shisetsu@kaisei.or.jp

0877-45-6410

電子メールアドレス

ＦＡＸ番号

事業者の種類

近藤利史

インターネットの利用により公表する。

担当部署

0877-46-1011

理事長

施設管理

社会医療法人財団大樹会

　香川県生活環境の保全に関する条例第94条第５項の規定により、地球温暖化対策計画に記載
した事項の実施状況について、次のとおり報告します。

実施状況の公表の方法
公表場所： ホームページ

松浦一平

地 球 温 暖 化 対 策 実 施 状 況 報 告 書

様式２のとおり

別紙１のとおり

総合病院

香川県坂出市室町三丁目５番２８号

令和７年度地球温暖化対策実施状況報告書



（別紙１）

No. 名称 所在地 種類

1 総合病院回生病院 香川県坂出市室町三丁目５番２８号 第二種
2
3
4
5
6

7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50

事業所の名称及び所在地

①　第一種エネルギー管理指定工場等及び第二種エネルギー管理指定工場等

②　その他の事業所

令和７年度地球温暖化対策実施状況報告書



（様式２）

令和 7 年度

7

□ 　森林の整備等 t-CO2

□ 　経済的手法の活用 t-CO2

t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2
t-CO2

① t-CO2

令和 5 年度） 令和 8 年度） （令和 7 年度）

t-CO2 t-CO2 t-CO2

t-CO2 t-CO2 t-CO2

排出量等の
増減理由

(注)

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制

□

□

温室効果ガス排
出量と密接な関
係を持つ値  Ｂ

４「特記事項」欄には、「温室効果ガスの排出の抑制等のために実施した措置の内容」欄に記入したも
ののほかに、地球温暖化の防止のために取り組んだこと等を記入すること。

令和７年度は患者送迎やリハビリ訪問が多くなり自動車の稼働が多くなりガソリンの
使用量も増加した。また年間を通して太陽光発電設備稼働し、101,777kwhの発電利用
を行ったが、夏場の気温が早い時期から上昇し猛暑の期間が例年より長期だったため
エアコンの稼働時間がさらに多くなり都市ガス・電気の使用量が増加した。冬場が少
し暖かかったため、通年続けれいるエアコンの温度設定や消し忘れのチェック・電気
のこまめな消灯により都市ガスや電気の使用量は減少した。夏場の猛暑期間が長かっ
たため合計で基準年度より17.6%増加となった。

特記事項

１「基準年度」欄及び「目標年度」欄には、地球温暖化対策計画書（当該計画書を変更した場合にあっ
ては、変更後の地球温暖化対策計画書）に記入した数値を転記すること。
２「温室効果ガスの吸収等」欄については、これらの措置を実施したときは該当する□にレ印を記入
し、「二酸化炭素換算(ｔ)」欄に値を記入すること。
３「増減理由」欄については、実施年度の数値が基準年度の数値よりも増加・減少した理由（計画期間
の最終年度に係る報告にあっては、削減目標が達成できた・達成できなかった理由を含む。）を記入す
ること。

(二酸化炭素換算(t))③-①

117.6
2,602 2,530 3,060

(二酸化炭素換算(t))② (二酸化炭素換算(t))

97.2

対基準
年度比
（％）

　 温室効果ガス
　 排出量

(二酸化炭素換算(t))② (二酸化炭素換算(t))

97.2
(二酸化炭素換算(t))③

117.6
2,602 2,530 3,060

実施年度
区   分

基準年度 目標年度 対基準
年度比
（％）

Ｊ－クレジットの購入

非化石証書の購入

　　合　　計

グリーン熱証書の購入

オフセット・クレジットの購入

国内クレジットの購入

グリーン電力証書の購入

地球温暖化対策計画に記載した事項の実施状況

実施期間

温室効果ガスの
排出の抑制等の
ために実施した
措置の内容

１，不要な場所の照明消灯、エアコン停止をこまめに実施。２．太陽光発電の通年使
用。３．エアコン室外機熱交換器の簡易洗浄。

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
の
量
の
削
減
実
績

温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
等

区   分
実施年度（令和 年度）

二酸化炭素換算(t)

差引排出量
　Ａ

原単位排出量
  Ａ／Ｂ

（（

令和７年度地球温暖化対策実施状況報告書



【別表６】

（令和 7 年度） 事業所名

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

数値 数値

D F (千m3) (t-CO2)
428 千m3 千m3 428 913.8

913.8

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ
ｔ ｔ

社会医療法人財団大樹会 総合病院回生病院

エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=E-G

二酸化炭
素排出量

単位 単位

化
石
燃
料

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート(NGL)

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

可燃性
天然ガス

液化天然ガス(LNG)

その他可燃性天然ガス

石炭

輸入原料炭

コークス用原料炭

吹込用原料炭

輸入一般炭

国産一般炭

輸入無煙炭

A重油

B･C重油

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス(LPG)

石油系炭化水素ガス

都市ガス

小計 ②

非
化
石
燃
料

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=E-G

二酸化炭
素排出量

二酸化炭
素排出量

単位 単位

その他の
燃料

小計 ①

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=D-F

バイオエタノール

バイオディーゼル

バイオガス

その他バイオマス

ＲＤＦ

ＲＰＦ

廃プラスチック(一廃)

廃プラスチック(産廃)

黒液

木材

木質廃材

単位 単位

水素

アンモニア

その他の
非化石燃料

小計　③

廃タイヤ

廃油

廃棄物ガス

混合廃材



数値 数値

D F (GJ) (t-CO2)
GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ
GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

D F (千kWh) (t-CO2)

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

102 千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

2,135.6

3,049.3

エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=D-F

二酸化炭
素排出量

単位 単位

太陽熱

雪氷熱

その他

小計 ④

エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量

H=D-F

熱

他者から
購入した
熱

産業用蒸気
産業用以外の蒸気

温水

冷水

その他

その他使
用した熱

地熱

温泉熱

電
気

電気事業者からの買電 4673 千kWh

上記以
外の買
電

オフサイト型PPA

太陽光

水力

二酸化炭
素排出量

数値
単位

数値
単位

千kWh 4,673 2,135.6

その他(非燃料由来の非
化石)

その他

小計 ⑤

風力

地熱

自己託送(非燃料由来の
非化石電気)

上記以外の自己託
送

その他

合計 (t-CO2)  ⑥＝①＋②＋③＋④＋⑤

電気事業者・排出係数(t-CO2/kWh)： 四国電力 0.000457　 　 　 

自家発
電



【別表６】

（令和 7 年度） 事業所名

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

数値 数値

D F (千m3) (t-CO2)

千m3 千m3

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ
ｔ ｔ

A重油

B･C重油

単位 単位
エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=E-G

二酸化炭
素排出量

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

石炭

輸入原料炭

コークス用原料炭

吹込用原料炭

輸入一般炭

国産一般炭

輸入無煙炭

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス(LPG)

石油系炭化水素ガス

可燃性
天然ガス

液化天然ガス(LNG)

その他可燃性天然ガス

都市ガス

小計 ②

非
化
石
燃
料

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=E-G

二酸化炭
素排出量

二酸化炭
素排出量

単位 単位

その他の
燃料

小計 ①

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=D-F

化
石
燃
料

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート(NGL)

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

その他バイオマス

ＲＤＦ

ＲＰＦ

廃タイヤ

廃プラスチック(一廃)

廃プラスチック(産廃)

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

バイオガス

単位 単位

小計　③

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

その他の
非化石燃料



数値 数値

D F (GJ) (t-CO2)

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

D F (千kWh) (t-CO2)

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=D-F

二酸化炭
素排出量

単位 単位

太陽熱

雪氷熱

その他

小計 ④

エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量

H=D-F

熱

他者から
購入した
熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

その他

その他使
用した熱

地熱

温泉熱

電
気

電気事業者からの買電 千kWh

二酸化炭
素排出量

数値
単位

数値
単位

太陽光

風力

地熱

上記以
外の買
電

オフサイト型PPA

自己託送(非燃料由来の
非化石電気)

上記以外の自己託
送

その他

千kWh

小計 ⑤

合計 (t-CO2)  ⑥＝①＋②＋③＋④＋⑤

電気事業者・排出係数(t-CO2/kWh)：

水力

その他(非燃料由来の非
化石)

その他

自家発
電



【別表６】

（令和 7 年度） 事業所名

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

数値 数値

D F (千m3) (t-CO2)
千m3 千m3

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ
ｔ ｔ

数値 数値

D F (GJ) (t-CO2)

二酸化炭
素排出量H=D-F

販売されたエネルギーの量エネルギー使用量

エネルギーの種類

小計　③

単位単位

単位

ＲＤＦ

その他バイオマス

バイオガス

バイオディーゼル

バイオエタノール

木質廃材

廃棄物ガス

廃油

廃プラスチック(産廃)

廃プラスチック(一廃)

廃タイヤ

ＲＰＦ

その他の
非化石燃料

アンモニア

水素

混合廃材

その他の
燃料

転炉ガス

単位単位

二酸化炭
素排出量H=D-F

販売されたエネルギーの量エネルギー使用量

販売されたエネルギーの量エネルギー使用量

非
化
石
燃
料

小計 ②

都市ガス

二酸化炭
素排出量

H=E-G

木材

黒液

単位

単位単位

二酸化炭
素排出量

ジェット燃料

ナフサ

揮発油（ガソリン）

原油のうちコンデンセート(NGL)

原油（コンデンセートを除く）

石油コークス

石油アスファルト

B･C重油

A重油

軽油

灯油

その他可燃性天然ガス

液化天然ガス(LNG)可燃性
天然ガス

石油系炭化水素ガス

液化石油ガス(LPG)
石油ガス

国産一般炭

輸入一般炭

吹込用原料炭

H=E-G
販売されたエネルギーの量エネルギー使用量

エネルギーの種類

化
石
燃
料

コークス用原料炭

輸入原料炭

石炭

発電用高炉ガス

高炉ガス

コークス炉ガス

コールタール

石炭コークス

輸入無煙炭

小計 ①



GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

D F (千kWh) (t-CO2)

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

風力

太陽光

その他

その他(非燃料由来の非
化石)

水力

地熱

電気事業者・排出係数(t-CO2/kWh)：

合計 (t-CO2)  ⑥＝①＋②＋③＋④＋⑤

小計 ⑤

その他

上記以
外の買
電

千kWh

上記以外の自己託
送

自己託送(非燃料由来の
非化石電気)

オフサイト型PPA

エネルギーの種類

小計 ④

その他

雪氷熱

太陽熱

温泉熱

単位
数値

二酸化炭
素排出量H=D-F

販売されたエネルギーの量エネルギー使用量

電気事業者からの買電

電
気

単位
数値

千kWh

産業用蒸気

他者から
購入した
熱

熱 地熱

その他使
用した熱

その他

冷水

温水

産業用以外の蒸気

自家発
電



【別表６】

（令和 7 年度） 事業所名

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

数値 数値

D F (千m3) (t-CO2)
千m3 千m3

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ
ｔ ｔ

数値 数値

D F (GJ) (t-CO2)
単位単位

バイオディーゼル

バイオエタノール

木質廃材

廃棄物ガス

廃油

廃プラスチック(産廃)

廃プラスチック(一廃)

廃タイヤ

ＲＰＦ

その他の
非化石燃料

アンモニア

水素

混合廃材

二酸化炭
素排出量H=D-F

販売されたエネルギーの量エネルギー使用量

エネルギーの種類

小計　③

単位単位

二酸化炭
素排出量H=D-F

販売されたエネルギーの量エネルギー使用量

販売されたエネルギーの量エネルギー使用量

非
化
石
燃
料

小計 ②

都市ガス

二酸化炭
素排出量

H=E-G

木材

黒液

単位単位

ＲＤＦ

その他バイオマス

バイオガス

液化石油ガス(LPG)
石油ガス

国産一般炭

輸入一般炭

吹込用原料炭

コークス用原料炭

輸入原料炭

石炭

発電用高炉ガス

高炉ガス

コークス炉ガス

コールタール

石炭コークス

輸入無煙炭

小計 ①

その他の
燃料

転炉ガス

H=E-G
販売されたエネルギーの量エネルギー使用量

エネルギーの種類
単位単位

二酸化炭
素排出量

ジェット燃料

ナフサ

揮発油（ガソリン）

原油のうちコンデンセート(NGL)

原油（コンデンセートを除く）

化
石
燃
料

石油コークス

石油アスファルト

B･C重油

A重油

軽油

灯油

その他可燃性天然ガス

液化天然ガス(LNG)可燃性
天然ガス

石油系炭化水素ガス



GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

D F (千kWh) (t-CO2)

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWhその他

その他(非燃料由来の非
化石)

水力

電気事業者・排出係数(t-CO2/kWh)：

合計 (t-CO2)  ⑥＝①＋②＋③＋④＋⑤

小計 ⑤

千kWh

その他

上記以外の自己託
送

自己託送(非燃料由来の
非化石電気)

地熱

風力

太陽光

二酸化炭
素排出量H=D-F

販売されたエネルギーの量エネルギー使用量

千kWh電気事業者からの買電

電
気

単位

オフサイト型PPA

上記以
外の買
電

産業用蒸気

他者から
購入した
熱

熱 地熱

その他使
用した熱

その他

冷水

温水

産業用以外の蒸気

エネルギーの種類

小計 ④

その他

雪氷熱

太陽熱

温泉熱

数値
単位

数値

自家発
電



【別表６】

（令和 7 年度） 事業所名

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

数値 数値

D F (千m3) (t-CO2)
千m3 千m3

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ
ｔ ｔ

数値 数値

D F (GJ) (t-CO2)

A重油

B･C重油

単位 単位
エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=E-G

二酸化炭
素排出量

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

石炭

輸入原料炭

コークス用原料炭

吹込用原料炭

輸入一般炭

国産一般炭

輸入無煙炭

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス(LPG)

石油系炭化水素ガス

可燃性
天然ガス

液化天然ガス(LNG)

その他可燃性天然ガス

都市ガス

小計 ②

非
化
石
燃
料

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=E-G

二酸化炭
素排出量

二酸化炭
素排出量

単位 単位

その他の
燃料

小計 ①

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=D-F

化
石
燃
料

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート(NGL)

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

その他バイオマス

ＲＤＦ

ＲＰＦ

廃タイヤ

廃プラスチック(一廃)

廃プラスチック(産廃)

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

バイオガス

単位 単位

小計　③

エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=D-F

二酸化炭
素排出量

単位 単位

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

その他の
非化石燃料



GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

D F (千kWh) (t-CO2)

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

太陽熱

雪氷熱

その他

小計 ④

エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量

H=D-F

熱

他者から
購入した
熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

その他

その他使
用した熱

地熱

温泉熱

電
気

電気事業者からの買電 千kWh

二酸化炭
素排出量

数値
単位

数値
単位

千kWh

水力

その他(非燃料由来の非
化石)

その他

太陽光

風力

地熱

上記以
外の買
電

オフサイト型PPA

自己託送(非燃料由来の
非化石電気)

上記以外の自己託
送

その他

小計 ⑤

合計 (t-CO2)  ⑥＝①＋②＋③＋④＋⑤

電気事業者・排出係数(t-CO2/kWh)：

自家発
電



【別表６】

（令和 7 年度） 事業所名

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

kL kL

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

千m3 千m3

数値 数値

D F (千m3) (t-CO2)
千m3 千m3

数値 熱量(GJ) 数値 熱量(GJ)

D E=D×C F G=F×C (GJ) (t-CO2)
ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

ｔ ｔ

kL kL

千m3 千m3

ｔ ｔ

ｔ ｔ
ｔ ｔ

数値 数値

D F (GJ) (t-CO2)

A重油

B･C重油

単位 単位
エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=E-G

二酸化炭
素排出量

石炭コークス

コールタール

コークス炉ガス

高炉ガス

発電用高炉ガス

転炉ガス

石炭

輸入原料炭

コークス用原料炭

吹込用原料炭

輸入一般炭

国産一般炭

輸入無煙炭

石油アスファルト

石油コークス

石油ガス
液化石油ガス(LPG)

石油系炭化水素ガス

可燃性
天然ガス

液化天然ガス(LNG)

その他可燃性天然ガス

都市ガス

小計 ②

非
化
石
燃
料

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=E-G

二酸化炭
素排出量

二酸化炭
素排出量

単位 単位

その他の
燃料

小計 ①

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=D-F

化
石
燃
料

原油（コンデンセートを除く）

原油のうちコンデンセート(NGL)

揮発油（ガソリン）

ナフサ

ジェット燃料

灯油

軽油

その他バイオマス

ＲＤＦ

ＲＰＦ

廃タイヤ

廃プラスチック(一廃)

廃プラスチック(産廃)

黒液

木材

木質廃材

バイオエタノール

バイオディーゼル

バイオガス

単位 単位

小計　③

エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量
H=D-F

二酸化炭
素排出量

単位 単位

廃油

廃棄物ガス

混合廃材

水素

アンモニア

その他の
非化石燃料



GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

GJ GJ

D F (千kWh) (t-CO2)

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

千kWh 千kWh

地熱

温泉熱

上記以
外の買
電

オフサイト型PPA

小計 ⑤

自己託送(非燃料由来の
非化石電気)

上記以外の自己託
送

その他

太陽熱

雪氷熱

その他

小計 ④

エネルギーの種類

エネルギー使用量 販売されたエネルギーの量

H=D-F

熱

他者から
購入した
熱

産業用蒸気

産業用以外の蒸気

温水

冷水

その他

その他使
用した熱

合計 (t-CO2)  ⑥＝①＋②＋③＋④＋⑤

電気事業者・排出係数(t-CO2/kWh)：

水力

その他(非燃料由来の非
化石)

その他

太陽光

自家発
電

電
気

電気事業者からの買電 千kWh

風力

地熱

千kWh

二酸化炭
素排出量

数値
単位

数値
単位



【別表５】 （令和 7 年度）

その他

4.7 8 0.2 1

4.7

4.70 8 0.20 1 4.70

数値
C

kL 33.4

kL 38.0

ｔ 50.1

数値

D

千m
3

※ LPGの液体密度は、一般に0.50～0.60kg/lですが、デフォルト値として0.56kg/lを用いても構いません。

□ 燃料法（直接、燃料使用量を把握する方法）によるもの

□ 燃費法（車両の燃費と走行距離により燃料使用量を把握する方法）によるもの

□ その他の方法   　（ ）

集計表

令和 7 年度  (t-CO2)

事 業 所 名

自動車  エネルギー使用量・台数

ガソリン
（kL）

軽油（kL） LPG（t）
都市ガス(CNG)

(千m3)

総
台
数

軽
自
動
車

総
台
数

軽
自
動
車

総合病院回生病院

台数(台) 台数(台)

総
台
数

軽
自
動
車

総
台
数

軽
自
動
車

総
台
数

軽
自
動
車

台数(台) 台数(台) 台数(台)

合  計

エネルギーの種類

エネルギー使用量 単位発熱量

A B＝A×C

ガソリン 4.70 156.98 GJ/kL 10.76

二酸化炭素排出量
(t-CO2)

数値 単
位

熱量（GJ）
単位

排出係数

単位

軽油 0.20 7.60 GJ/kL 0.52

LPG GJ/t

エネルギー起源二酸化炭素以外の温室効果ガスの排出量

合計 11.29

（数値把握の方法）

区分

都市ガス(CNG) 4.70 ｔ-CO2/千m3 0.00

合計 3,060

エネルギー起源二酸化炭素の排出量（別表２又は別表６） 3,049

自動車の使用に伴って発生する二酸化炭素の排出量（別表５） 11

令和７年度地球温暖化対策実施状況報告書


